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１ 動機 

（経緯） 

農機具や農業機械は生産者ニーズの多様化に伴い、高性能・大型化の傾向にあり、

取扱いにはさまざまな知識・技術が必要となります。しかし効率的な生産活動に

農機具は必要不可欠です。そのため展示即売会を開催し農業形態に見合った農業

機械の選択の場として、農機具の説明や最新の技術提供を行っております。 

２ 概要 ■イベント名：農機具等大展示即売会 

■開催日時・場所 

 平成 26 年１月 25 日（土）・26 日（日） 

 時間：9：00～16：00 

■展 示 

農機メーカー等３５社が参加。屋外にトラクター、室内の会場には太陽光発電シ

ステム等を展示。会場では健康器具などの無料体験、なめこ汁の無料配布が行わ

れました。ＪＡ職員は農機具等の商品の説明をしたり、農機ハウスローンチラシ

を配布し農業資金の案内を行いました。 

３ 成果 

（効果） 

最新の商品を手に取り触れていただき、来場者から多くの質問をいただきました。

商品説明を通じて、ＪＡの営農部門や金融部門の事業についての理解を深めてい

ただくと共に、農業者の方々との交流を深めることができました。 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も、組合員との重要な交流の場としての取組みとして継続的に本展示会を開

催していく予定です。 

 

【会場の様子】 

 


